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５
０
０
０
万
ユ
ー
ザ
ー
の
獲
得
ま
で
に

か
か
っ
た
時
間
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

デ
ー
タ
が
あ
っ
た
。

　

飛
行
機
68
年
・
自
動
車
62
年
・
電
話
46

年
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
28
年
・
テ
レ
ビ

22
年
・
携
帯
電
話
12
年
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
7
年
・iPod

４
年
・YouTube
４
年
・

Facebook

３
年
・Tw

itter

２
年
・
ポ

ケ
モ
ンG

O
 

19
日
。
こ
の
デ
ー
タ
で
わ
か

る
よ
う
に
最
近
誕
生
し
た
も
の
ほ
ど
短
期

間
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
世

界
の
変
化
が
あ
る
。一
つ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
（
技
術
革
新
）
が
次
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
支
え
る
よ
う
に
、
変
化
を
加
速
さ
せ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
変
化
は
技
術
的
な
こ
と

に
限
ら
ず
、
身
の
回
り
で
も
起
こ
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
昭
和
か
ら
平
成
に
お
い
て
、

あ
る
種
「
理
想
的
」
と
言
わ
れ
て
き
た
結

婚
や
出
産
、
マ
イ
ホ
ー
ム
や
マ
イ
カ
ー
の

購
入
も
今
で
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
結

婚
や
出
産
を
選
択
し
な
い
こ
と
や
、
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
が
誕
生
し
て
い
る
。
こ
れ
は

多
様
な
生
き
方
を
選
べ
る
時
代
に
変
化
し

て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
変
化
は
人
生
の
期

間
を
３
つ
に
分
け
た
「
教
育
」「
仕
事
」「
老

後
」
に
も
今
後
さ
ら
な
る
影
響
を
与
え
る

こ
と
だ
ろ
う
。「
教
育
」
で
は
多
様
な
学

び
方
を
選
択
で
き
、「
仕
事
」
で
は
一
つ
に

と
ら
わ
れ
ず
副
業
や
転
職
を
行
い
、
寿
命

が
伸
び
た
こ
と
で
「
老
後
」
で
も
立
場
を

変
え
な
が
ら
長
く
社
会
に
関
わ
っ
て
い
く
。

こ
れ
ほ
ど
の
変
化
に
備
え
て
と
に
か
く
準

備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

元
号
が
令
和
に
変
わ
り
、
昭
和
や
平
成

を
過
去
と
し
て
見
る
機
会
が
多
く
な
っ
て

き
た
。
こ
う
い
う
新
し
い
時
代
の
節
目
に

こ
そ
、
新
し
い
人
生
観
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
令
和
の
時
代
の
幕
開
け
は

決
し
て
明
る
く
は
な
か
っ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
っ
て
社
会
へ
の

打
撃
が
大
き
く
、
多
く
の
人
の
生
活
に
打

撃
を
与
え
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
で
強
制
的
で
は
あ
る
も
の
の
、

新
し
い
日
常
や
新
し
い
働
き
方
に
つ
い
て

の
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
あ
る
著
書
で
、
こ
れ
か
ら
の
多

様
な
時
代
に
必
要
な
蓄
積
は
ス
キ
ル
・
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
自
己
理
解
と
あ
っ
た
。

こ
の
経
験
は
、
前
向
き
に
と
ら
え
れ
ば
新

し
い
こ
と
へ
取
り
掛
か
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
リ
モ
ー
ト
会

議
の
た
め
に
不
慣
れ
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
触
れ
て
み
た
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
関
わ
り
の
な
い
人
と
つ
な

が
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
自
宅
待
機
で
考

え
る
時
間
が
増
え
た
り
、
困
難
な
状
況
に

向
き
合
う
過
程
で
自
己
理
解
が
深
ま
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
そ
の
経
験

が
成
功
で
あ
っ
て
も
失
敗
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
よ
う
な
経
験
が
血
や
肉
と
な
り
、
新

し
い
一
歩
へ
の
足
場
に
な
る
と
思
う
。

　

ど
の
よ
う
な
人
生
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
が
、
誰
に
も
描
け
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

な
人
生
を
創
る
時
代
に
突
入
し
た
こ
と
を

頭
の
隅
に
置
き
つ
つ
、
明
日
か
ら
の
出
来

事
や
出
会
い
を
前
向
き
に
過
ご
し
た
い
。
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
な
ら
び
に
東
京
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
、
そ
し
て
終
わ
っ
た
。
本
来

で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
「
大
成
功
に
」
と
か
「
盛
況

の
う
ち
に
」
と
い
っ
た
形
容
詞
を
付
け
足
し
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
淡
々
と
「
時
が
経
過
し
た
」

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
ど
う
い
っ
た
形
容
詞

が
付
け
足
さ
れ
る
か
は
、
時
の
経
過
と
と
も
に
明

ら
か
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
た
だ
、
今
の
と
こ

ろ
、
個
人
的
に
は
肯
定
的
な
言
葉
遣
い
が
で
き
る

と
は
思
え
な
い
。

　
今
か
ら
一
年
前
の
時
点
で
は
、
次
の
年
に
な
れ

ば
状
況
は
今
よ
り
良
く
な
る
と
信
じ
て
止
ま
な

か
っ
た
。
い
や
、
信
じ
て
い
た
か
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
現
状
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
で
あ
る
。

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
が
繰
り
返
さ
れ
、
新
潟
県

で
も
特
別
警
報
が
出
さ
れ
、
去
年
は
行
う
こ
と
が

で
き
た
秋
季
地
区
大
会
が
延
期
さ
れ
た
部
活
動
も

存
在
す
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
新
種
株
が
次
々
と
発
見
さ
れ
、

こ
の
ま
ま
で
は
ウ
イ
ル
ス
と
医
療
の
鼬
ご
っ
こ
が

続
く
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
思
う
。

　
探
究
心
と
い
う
も
の
は
、「
見
え
て
い
な
い
」

も
の
に
対
し
て
抱
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今

回
の
「
見
え
て
い
な
い
」
も
の
に
は
探
究
心
を
抱

く
ど
こ
ろ
か
恐
怖
心
を
抱
く
の
は
私
だ
け
な
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
ウ
イ
ル
ス
と
対
峙
し
て
い
る

医
療
現
場
の
方
々
、
そ
し
て
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
方
々
に
改
め
て
感
謝
と
敬
意
を
表
し

た
い
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
不
安
な
状
況
が
続
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
ど
こ
と
な
く
鬱
屈
し
た
雰
囲
気
が
漂
い

続
け
て
い
る
。
明
確
で
詳
細
な
対
応
策
を
示
せ
な

い
ま
ま
、
そ
れ
故
に
強
制
も
で
き
な
い
状
況
が
続

き
、
お
願
い
を
す
る
側
と
さ
れ
る
側
が
お
互
い
に

嫌
な
気
持
ち
で
人
と
接
す
る
場
面
が
多
い
よ
う
に

感
じ
る
。
上
の
立
場
の
人
間
が
責
任
を
曖
昧
に
し

て
、
結
局
は
下
の
立
場
の
人
間
に
そ
の
分
し
わ
寄

せ
が
い
く
構
図
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
す
る
以
前
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
話
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
移

そ
う
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
で
な
く
、
マ
イ
ナ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
に
も
焦

点
が
あ
て
ら
れ
る
。
外
国
に
は
メ
ダ
ル
を
獲
得
す

る
た
め
、
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
に
絞
っ
て
強
化
を
進

め
る
と
こ
ろ
も
存
在
す
る
が
、
日
本
は
な
る
べ
く

幅
を
広
げ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
選
択
肢
を
広
げ

る
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
に
は
賛

成
す
る
。
た
だ
、
マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て

は
費
用
面
で
の
支
援
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
毎

回
話
題
に
さ
れ
る
。そ
し
て
、そ
れ
を
支
え
る
人
々

の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

見
世
物
と
す
る
批
判
も
存
在
す
る
が
、
人
間
の
可

能
性
を
広
げ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
特
に
日
本
人

最
年
少
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
山
田
美
幸
さ
ん
の

泳
ぎ
に
は
衝
撃
を
受
け
た
。
手
足
の
あ
る
人
で

あ
っ
て
も
満
足
に
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
人
も
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
手
足
が
な
く
て
も
人
間
は
あ

れ
だ
け
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
姿
を
見
る
た
び
に
、
人
間
の
限
界
を
勝
手
に
線

引
き
し
て
い
る
自
分
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
た
だ
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
も
支
援
が
少
な
い
こ
と

が
度
々
話
題
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
競
技
を
続
け
る
た
め
に
は
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
昨
今
の
状
況
を
見
れ

ば
、
支
援
に
向
か
う
状
況
、
と
い
う
よ
り
精
神
的

余
裕
が
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
状

況
下
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行

わ
れ
た
と
い
う
観
点
で
は
少
し
寂
し
い
思
い
を
感

じ
た
大
会
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
近
い
う
ち
に
人

類
が
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
壁
を
乗
り
越
え
、皆
が
様
々

な
活
動
に
理
解
を
示
し
な
が
ら
支
え
て
い
く
雰
囲

気
が
広
が
る
社
会
に
早
く
な
る
こ
と
を
切
に
願
う
。



　７月18日（日）に行われた「新潟県高校生スピーチコンテスト」に本校の武田紗枝さん（２年 特進コース）が参加しました。　７月18日（日）に行われた「新潟県高校生スピーチコンテスト」に本校の武田紗枝さん（２年 特進コース）が参加しました。
　武田さんは自粛期間中に見たいくつかのニュースから医療従事者が差別を受けていることに衝撃を受けました。そこで　武田さんは自粛期間中に見たいくつかのニュースから医療従事者が差別を受けていることに衝撃を受けました。そこで

「私ができる国際貢献withコロナ」というテーマのもと、その差別を少しでもなくすために高校生という立場で自分がで「私ができる国際貢献withコロナ」というテーマのもと、その差別を少しでもなくすために高校生という立場で自分がで
きることを訴えました。きることを訴えました。
　連日のように担当教員やALTからの指導を受けながら、練習を重ね、客観的データを原稿に盛り込んだり、ジェスチャー　連日のように担当教員やALTからの指導を受けながら、練習を重ね、客観的データを原稿に盛り込んだり、ジェスチャー
や表情を効果的に使ったりしながら分かりやすく聴衆に伝えることができるよう努力していました。や表情を効果的に使ったりしながら分かりやすく聴衆に伝えることができるよう努力していました。
　本番当日は心に響く堂々としたスピーチでした。　本番当日は心に響く堂々としたスピーチでした。

　８月11日（水）に本校第２体育館（かがやき）にて吹奏楽部によるサマー
コンサートが開催されました。吹奏楽部はこのコンサートに向けて、各パート
に分かれて、平日の放課後はもちろん、休日も学校で一生懸命練習していまし
た。本番前にリハーサルを行い、コンサートの流れ等を最終確認していました。
　本番では、途中このコンサートをもって引退する３年生にサプライズが用意
されたり、アンコールで３年生をメインに再演奏が行われたりしつつ上記の全
10曲が演奏されました。とても楽しい演奏会でした。またどの演奏も観客を
惹きつけるものであり、一曲一曲が終わるごとに会場は一体感で包まれていま
した。次回も素晴らしいコンサートを楽しみにしています。

　５月下旬から行われた県総体でも各運動部が活躍しました。　５月下旬から行われた県総体でも各運動部が活躍しました。
　５月29日（土）～30日（日）に行われた空手道では、女子個人形　５月29日（土）～30日（日）に行われた空手道では、女子個人形
で増﨑雛さん（３年）が優勝、女子個人組手で柳井美空さん（１年）で増﨑雛さん（３年）が優勝、女子個人組手で柳井美空さん（１年）
が準優勝、それぞれインターハイ出場を決めました。が準優勝、それぞれインターハイ出場を決めました。
　５月29日（土）に行われた体操競技では、団体総合で男女アベッ　５月29日（土）に行われた体操競技では、団体総合で男女アベッ
ク優勝を飾りました。個人総合でも、男子は佐藤寛太さん（３年）、ク優勝を飾りました。個人総合でも、男子は佐藤寛太さん（３年）、
女子は岡田真祐美さん（２年）が優勝しました。個人種目別を含めて、女子は岡田真祐美さん（２年）が優勝しました。個人種目別を含めて、
体操部は男子６名、女子６名がインターハイ出場を決めました。体操部は男子６名、女子６名がインターハイ出場を決めました。

　今年度、株式会社マイナビの協力のもと、地域企業を通し、地域を知り、学習する総合オンライン学習「LOCUS」に、
１・２学年の特進コースが年間を通じて取り組んでいます。これは、身近だけど知らなかった地域企業との出会いをきっ
かけに、イノベーション思考を養い、地域の未来を創るチェンジ・メーカーを育成することを目的としたプログラムです。
　本校では１・２学年特進コースが合同で６月から事前学習をスタートさせました。事前学習ではサプライチェーン
や問いの立て方など、これまで深く考えたことのなかったトピックについて生徒一人一人が悩みつつもグループで話
し合いながら学んでいます。
　生徒は10月13日（水）に地域の企業を訪れ、最終的には各班で情報をまとめ、プレゼンテーションを行う予定です。
このフィールドワークが地域や企業とのつながりと、企業が取り組む社会課題を知り、地域との関わり方を「自分ご
と化」するきっかけになればと期待しています。

高校生英語スピーチコンテスト

１・２学年特進コースの新しい活動～ LOCUS～

◇ 北信越大会
　１回戦　関根学園 ２−６ 松商学園

◇ 夏季大会
　２回戦　関根学園 11−３ 見　　附
　３回戦　関根学園 10−０ 羽　　茂
　４回戦　関根学園 ７−１ 巻
　準々決勝　関根学園 ２−５ 日本文理

 夏季大会も各試合で堂々たるプレー！！

今年度よりインターネット出願を導入いたします。今年度よりインターネット出願を導入いたします。
令和４年度

生徒募集
推薦・スポーツ専願
専願１次・併願入試

※詳しくは本校募集要項・ホームページをご覧ください。

試 験 日  令和４年１月18日㈫
合格発表  令和４年１月20日㈭

体操部と空手道部が
　　　　　インターハイ出場！！

【第１部】クラシック・ステージ 【第２部】アンサンブル・ステージ 【第３部】ポップス
♪音楽祭のプレリュード
♪ヨークシャー・バラード
♪小組曲

♪沢地萃
♪ Flower Crown
♪三日月のシャンソン

♪ J-BEST '20
♪廻廻奇譚
♪ハナミズキ

体操部 空手道部
男子団体総合　予選敗退
女子団体総合　決勝進出
男子個人総合　
　佐藤　寛太（３年）　決勝進出
女子個人総合　
　岡田真祐美（２年）　決勝進出
　細川　琴未（３年）　決勝進出
　小嶋　陽菜（２年）　決勝進出
　伊藤　美海（３年）　決勝進出
新体操
　青木もも花（３年）　予選敗退

インターハイ
女子個人組手
　柳井　美空（１年）
� 1 回戦敗退
女子個人形
　増﨑　　雛（３年）
� 第一ラウンド５位

　昨年度に引き続き今年度も９～11月の約２か月の間、上越教育大学教職大学院の大学院生の学校実習が本校で行われ
ています。その一環として、大学院生らによる「お互いの心に触れるエクササイズ」講座が水曜関根講座（水曜７限）の
特別講座として開講されています。
　この講座では、良好な人間関係を形成するために、心理学の観点からお互いのこころや気持ちについて触れるエクササ
イズを行っています。全７コマ予定されており、自分のバイブルにしている言葉を受講者全員と共有したり、自分の短所
を見つめ、それを長所に変えてみるというリフレイミングを行ったりしています。その他の活動、自己理解・他者理解を
深めています。

上教大院生による「お互いの心に触れるエクササイズ」

　４月13日（火）から第144回北信越地区高等学校野球新潟大会が行われました。本校硬式野球部が準優勝をおさめ、　４月13日（火）から第144回北信越地区高等学校野球新潟大会が行われました。本校硬式野球部が準優勝をおさめ、
見事北信越大会出場を決めました。新型コロナウイルス感染症の影響により練習が制限されるなか、選手一人一人がで見事北信越大会出場を決めました。新型コロナウイルス感染症の影響により練習が制限されるなか、選手一人一人がで
きる最大限のことを考え、実行してきたからこその結果だと思います。きる最大限のことを考え、実行してきたからこその結果だと思います。
　６月５日（土）からは長岡市悠久山球場にて北信越大会が行われ、１回戦で松商学園高校（長野県１位）と対戦しま　６月５日（土）からは長岡市悠久山球場にて北信越大会が行われ、１回戦で松商学園高校（長野県１位）と対戦しま
した。「やれることをやろう」という監督やコーチの指示のもと試合が始まりましたが、なかなか流れを持ってくるこした。「やれることをやろう」という監督やコーチの指示のもと試合が始まりましたが、なかなか流れを持ってくるこ
とができずに残念ながら敗れてしまいました。とができずに残念ながら敗れてしまいました。
　また、７月10日（土）から第103回全国高等学校野球選手権新潟大会が行われました。準々決勝で日本文理高校に　また、７月10日（土）から第103回全国高等学校野球選手権新潟大会が行われました。準々決勝で日本文理高校に
敗れはしましたが、選手たちは延長戦までもつれる熱戦を繰り広げてくれました。敗れはしましたが、選手たちは延長戦までもつれる熱戦を繰り広げてくれました。
　両大会とも試合が終わった後、選手は非常に悔しそうな様子でした。３年生は夏季大会をもって引退となりますが、　両大会とも試合が終わった後、選手は非常に悔しそうな様子でした。３年生は夏季大会をもって引退となりますが、
野球を通じて培ったことを今後の生活に活かしてくれると思います。また新チームが、きっとこれらの敗戦をエネルギー野球を通じて培ったことを今後の生活に活かしてくれると思います。また新チームが、きっとこれらの敗戦をエネルギー
に変え、今後さらなる飛躍を遂げるものと期待しています。に変え、今後さらなる飛躍を遂げるものと期待しています。

春季および夏季大会の軌跡
◇ 春季大会
　２回戦　関根学園 ４−１ 帝京長岡
　３回戦　関根学園 ７−１ 高　　田
　４回戦　関根学園 ６−５ 日本文理
　５回戦　関根学園 12−11 北　　越
　準決勝　関根学園 ４−２ 新潟明訓
　決　勝　関根学園 ２−３ 産大附属

　６月10日（木）に２年ぶりとなる体育祭が開催されました。昨年度は　６月10日（木）に２年ぶりとなる体育祭が開催されました。昨年度は
新型コロナウイルス感染症のため中止となった体育祭ですが、今年度は、新型コロナウイルス感染症のため中止となった体育祭ですが、今年度は、
感染症対策の観点から無観客での開催やソーシャル・ディスタンスが保て感染症対策の観点から無観客での開催やソーシャル・ディスタンスが保て
るような種目が取り入れられるなど、例年とは大きく異なる形で行われまるような種目が取り入れられるなど、例年とは大きく異なる形で行われま
した。生徒会執行部を中心に必ず素晴らしい体育祭にしようと全校生徒がした。生徒会執行部を中心に必ず素晴らしい体育祭にしようと全校生徒が
パネル作成やダンスの練習など、一生懸命準備を進めていました。当日は、パネル作成やダンスの練習など、一生懸命準備を進めていました。当日は、
いずれの競技も白熱したものとなりました。いずれの競技も白熱したものとなりました。

〈今年度の体育祭の結果〉
総合優勝	 黒軍
競技部門優勝	 黒軍
パネル部門優勝	 紫軍
応援アピール部門優勝	 黒軍

　また、最も注目される各軍のアピールタイムでは声出しなどの制限があるなか実施されましたが、　また、最も注目される各軍のアピールタイムでは声出しなどの制限があるなか実施されましたが、
各軍とも創意工夫を凝らし、迫力ある素晴らしいダンスパフォーマンスを見せてくれました。各軍とも創意工夫を凝らし、迫力ある素晴らしいダンスパフォーマンスを見せてくれました。

盛り上がった体育祭！！

サマーコンサート開催！！サマーコンサート開催！！

硬式野球部 北信越大会出場！！


